
市民参画及び協働によるまちづくり実施計画 事業件数の増加に向けた取組（案） 

 （単位：件）

平成23年度 平成24年度
（対前年度比）

平成25年度
（対前年度比）

平成26年度
（対前年度比）

Ａ 14 33（＋19） 32（－1） 34（＋2）
Ｂ 35 46（＋11） 51（＋5） 50（－1）
Ｃ 6 5　（－1） 5（±0） 6（＋1）
Ｄ 1 1　（±0） 2（＋1） 2（±0）
Ｅ 2 0　（－2） 0（±0） 1（＋1）
空白 0 4　（＋4） 4（±0） 4（±0）

計 58 89（＋31） 94（＋5） 97（＋3）
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事業件数の推移と今後の目標値

80

協働となる参考事業を取り上げ、職員に定期的に広報することで、協働に対する意識向上を図る。 

また、ある程度の参考事業が蓄積されたら、それを事例集として編集、公表することで、市民の啓発にもつなげる。（図表２） 

毎年度、平均４事業の件数増加を目指す。 

特に事業を挙がっていない担当課に働きかける必要がある。 

図１ 
(件) 

実施計画・事業評価の両シートを１枚にまとめ、わかりやすくする。 ⇒ 資料２－２  
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図２ 他自治体の事例集の特徴 

※人口は平成27年4月現在 

総合計画前期基本計画の計画期間（平成22～27年度）の協働の事業件数

の伸び率（H27目標／H22実績）をもとに、平成32年度（後期基本計画の

最終年度）までの目標値を算出し設定（図１） 

市民との協働による市政運営 施策7-02-01 

上記①～③を参考に、今後企画・検討を進めていく。 

実施計画に挙げている事業から、事例として取り上げる事業を事務局でピックアップし、審議会にも確認いただいた上で作成する。 

自治体名
（人口）

名称 発行年月 事例数 特徴

滋賀県草津市
（128,833人）

協働事業事例集（平成26年度） 平成27年度 ６事例
・事業担当課の職員及び協働相手の顔写真を掲載するなど、親しみのある内容になっている
・「市民まちづくり提案事業」で採択・実施された事業を次年度事例集として編集

広島県廿日市市
（49,998人）

協働事例集「協働ってなあに？」
2012-2014

平成26年11月 ３１事例
・事業担当課の職員及び協働相手の顔写真を掲載するなど、親しみのある内容になっている
・学生インターンシップ実習生も作成に加わっている

愛知県安城市
（185,179人）

協働ハンドブックあんじょう
「コネクト」vol.1

平成26年3月 ８事例
・公募市民で構成される編集委員会が、市民活動団体等にインタビューを実施している
・紙面の編集には事業者（株式会社meets）に協力を依頼
・安城市市民協働推進基金の資金を活用して作成① 全ての協働事業から一部を事例として取り上げている自

治体がほとんど。（全ての協働事業を取り上げた事例集

は、調べた限りではなかった。） 

② 企画・編集の段階から市民と協働で作っているものも

あった。 

③ 事業担当課や協働相手の声や顔写真を掲載し、親しみや

すさを意識したものもあった。 

千葉市 
東京都 
日野市 

愛知県 
豊橋市 

愛知県 
安城市 

大阪府 
吹田市 

滋賀県 
草津市 

広島県 
廿日市市 

① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

② ○ ○ 

③ ○ ○ 

事業件数の増加に向けた取組 

(注)事例集を作成している自治体のうち、一部をピックアップしたものにすぎない。 


